
家畜衛生広報 
                           ながの 

                

  

 
 

  
鶏には汗腺がないため暑熱環境に著しく弱く、採卵鶏では採卵率や卵

重の低下、肉用鶏では発育の停滞を招きます。また、気温 35℃以上では
熱死が多発します。 

 

 

 

・その① 飼料給与の工夫  
嗜好性・消化性の良い飼料と、ミネラル、ビタミンの給与量を 1～2 割増加。 

 

・その② 温度を下げる                      
・換気扇、扇風機、ダクトで畜体周辺に風の流れをつくる。 

・散水、細霧噴霧で体を冷やし、常に新鮮な水を飲めるようにしておく。 
 

 
 

・防虫ネットや窓などを掃除し、空気を通りやすくする。 

・家畜のいるところに温度計を設置し、気温をチェック！ 

 

 

 
 アジアで鳥インフルエンザが継続発生しています。侵入防止に引き続きご注意ください。 
 

アジアにおける高病原性鳥インフルエンザの発生状況 
発生地域 発生月日 亜型 

ロシア 1月 4日 H5 

中国（雲南省） 2月 13日 H5N6 

中国（遼寧省） 3月 26日 H5N1 

台湾 1月～4月 H5N2 

インド 1月 25日 H5N1 

ベトナム 2月 11日 H5N6 

ネパール 3月 7日 H5N1 
                                （2019年 1月以降 出典：OIEほか） 
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令和元年(2019 年) 5 月 31 日 

R 元-5 

問い合わせ・連絡先 長野家畜保健衛生所 保健衛生課・防疫課 

電話：026-226-0923 ﾌｧｸｼﾐﾘ：026-227-2665 E-mail：nagakachiku@pref.nagano.jp 

消毒は伝染病予防の第一歩 

まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

夏が来る前に暑熱対策を！ 

家畜（畜体）への対策 

畜舎環境への対策 

高病原性・低病原性鳥インフルエンザの発生状況 

暑熱の影響 


